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分散トランザクション処理を実行する際，外部整合性（external consistency， strong 1SR）が

求められる．これを実現するためにsingle master 方式ではmaster node でトランザクション処

理を行い，その結果をbackup node に複製する方式が主である．この方式ではトランザクショ

ンを1 つずつ実行するために性能が犠牲になる．そこで本研究では集約ログ転送法を提案す

る．集約ログ転送法によりmasternode において，複数のClient から到着するトランザクション

をbackup node へ一括転送可能にする. さらにClient において複数のトランザクションをまと

めて1 つのトランザクションとしてmaster node に送信し合意形成を行うことを可能にする．提

案手法により，分散合意手法における合意形成処理の通信コストを削減し効率的な分散トラン

ザクション処理が可能になる．本研究では提案手法を分散合意手法Raft と並行性制御法

S2PL を用いたKey-Value Store として設計，実装，評価を行った． 


